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D3 ビームと Ar ビーム照射によって得られた成果をまとめたものであり，全体で 6 章から構成されているo
第 l 章は序論であり，本研究の背景として核融合炉のプラズマ対向材である炭素材で生じる化学スパッタリングと
照射促進昇華について述べ，本論文の目的と位置づけについて概説している o













べているo まずチタンを炭素材に添加した RG-Ti の照射促進昇華による損耗率は炭素材より減少することを明らか














(1)高粒子束領域における炭素材の化学スパッタリングについては， 1 x 102 D m -2 S -1 の粒子束では920--1020K に
かけて損耗率が最大値となり，重水素による化学スパッタリング率は0.03であると算出している。高粒子束での















を炭素材に添加した RG-Ti の照射促進昇華による損耗は炭素材より 20--30%減少することを示している。一方，
ボロンを 3wt%B添加した炭素材は化学スパッタリングを抑制するが，それ以上ボロンの添加量を多くしても
損耗率は変化しないことを明らかにしている。
以上のように，炭素材特有の損耗現象である化学スパッタリングや照射促進昇華は，高粒子束領域(--lQ22Dm-2 
S -1) では従来の低粒子束ビーム実験の結果より損耗率が低減することを実験的に明らかにするとともに解析的に考
察を加えている o また，高粒子束領域においても，チタンやボロンを炭素材に加えると損耗率がさらに抑制されるこ
とを明らかにしている o この結果はプラズ、マ対向壁の設計に対して有用な学術的基盤を与え，今後の核融合炉工学の
発展に寄与することが大きい。よって本論文は博士論文として価値のあるものと認める。
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